
校 章
校章のデザインは、南小学校時代の校章を基調にして、昭和38年、

当時の教諭安部トシエ氏の作による。

校区の象徴でもある白山の山形と南小学校の頭文字「M」を形と＇っ

た前校章を、平和のシンボルの鳩がはばたいている姿にして現在の校

章となった。中央のペン先は向学心を表し、それをはさむように鳩の

羽根を模した白山の山峰を構図化し、豊かな心をもった子供の育成へ

の願いをこめている。

小佐井の文字は大分市合併時に入れ、新生小佐井の意気を表した。

校 歌
作詞は藤原信氏、作曲は当時の校長後藤

初男氏により、昭和38年大分市合併を機に

作られた。藤原氏は、夏休みを利用して 3

回ほど来校され、校区の景勝を知徳体の教

育目標に折りこみ作曲された。

曲風は行進曲的な中にも明る＜重厚さが

あり、楽しみをもって歌いつがれている。

＜校区の概要＞

大分市東部地区に位置し、北は臨海工業

地域の日吉原、南は臼杵市と樅木山脈で境

を有し、南北に長く約7.5km、尾田川、丹

生川沿いに伸びる緑豊かな地域である。

校区には県下最大の前方後円墳の亀塚古

墳を初めとする、遺跡群が残り、豊かな自

然の恵みを受けて栄えた古い歴史の地であ

る。

旭化成及びTOTOと二つの大きな工場

と股地、山林、大分東高校が校区の中心部

に位置し、本校と隣接している。
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